
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告事項】 

（３）健康かごしま 21 大隅地域推進協議会について 

 

資料３ 



健康かごしま２１の概要 ［計画期間］令和６年度～令和17年度（12年間）

（中間評価 令和11年度）

現行の健康かごしま21の期間終了に伴い，現行計画の達成状況や国の基本方針等を勘案し，「個人の行
動と健康状態の改善」や「社会環境の質の向上」，胎児期から高齢期に至るまでの人の生涯を経時的に捉え
た「ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり」を基本的な方向とした新たな計画を策定

計画策定の趣旨

健康増進法第８条第１項の規定による計画として，

県民の健康の増進の推進に関する施策について基本

的事項を定めるもの

計画の位置づけ

心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造

・ 健康寿命の延伸と健康格差の縮小

・ 生活の質（ＱＯＬ）の向上

目標

第１章 計画策定の趣旨

１ 計画策定の趣旨

２ 計画の性格

３ 計画の期間

４ 計画策定の体制

第２章 県民の健康の現状

１ 平均寿命・健康寿命

２ 主要死因

３ 要介護状態の要因

４ 各種疾患等の状況

５ 生活習慣の状況

６ 健康格差の状況

第３章 目標

心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造

・健康寿命の延伸と健康格差の縮小

・生活の質（ＱＯＬ）の向上

第４章 基本的な方向

１ 個人の行動と健康状態の改善

⑴ 生活習慣の改善

ア 栄養・食生活 イ 身体活動・運動 ウ 休養・睡眠

エ 飲酒 オ 喫煙 カ 歯・口腔の健康

⑵ 生活習慣（ＮＣＤｓ）の発症予防・重症化予防

ア がん イ 循環器病 ウ 糖尿病

エ ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患） オ ＣＫＤ（慢性腎臓病）

⑶ 生活機能の維持・向上

ア ロコモティブシンドローム（運動器症候群）

イ 骨粗鬆症  
２ 社会環境の質の向上

⑴ 社会とのつながり・こころの健康の維持及び向上

⑵ 自然に健康になれる環境づくり

⑶ 誰もがアクセスできる健康増進のための基盤の整備

３ ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり  
⑴ こどもの健康

⑵ 働く世代の健康

⑶ 高齢者の健康

⑷ 性差に配慮した健康づくり支援

第５章 計画の推進方策

第６章 計画の進捗管理と評価

第７章 目標値設定の考え方等

計画の構成

１ 個人の行動と健康状態の改善

⑴ 生活習慣の改善

・ 栄養・食生活，身体活動・運動，休養・睡眠等の生活習慣

の改善に関する普及啓発

・ 20歳未満の者や妊娠中の者の飲酒・喫煙の防止

・ 歯・口腔保健の推進

⑵ 生活習慣病（ＮＣＤｓ）の発症予防・重症化予防

・ がん，循環器病，糖尿病，ＣＯＰＤ及びＣＫＤの予防に

関する普及啓発の推進

・ 特定健康診査・特定保健指導の実施率の向上等によ

る発症予防・重症化予防の推進

⑶ 生活機能の維持・向上

・ ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の発症予防・

重症化予防の推進

・ 骨粗鬆症検診受診率の向上に向けた取組の促進  

主な数値目標 【現状値（Ｒ４年度（原則）） → 目標値（Ｒ15年度（原則））】

３ ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり  

⑴ こどもの健康

・ こどもの身体の健康づくりの推進

・ 薬物乱用防止教育の充実

⑵ 働く世代の健康

・ 働き盛りの健康づくりへの支援

・ 職場ぐるみの健康づくり支援

⑶ 高齢者の健康

・ 高齢者の生きがいづくり・社会参加の促進

・ 認知症の理解普及の推進

⑷ 性差に配慮した健康づくり支援

・ 女性の健康問題に関する正しい知識の普

及啓発

・ 女性の健康づくりを支援する環境づくりの

推進

１ 個人の行動と健康状態の改善

○ １日当たりの食塩摂取量の平均値

(20歳以上) 10.2g → ７g

○ １日当たりの野菜摂取量の平均値

(20歳以上) 271.4g → 350g

○ １日の歩数の平均値

(20～64歳男性) 7,525歩 → 8,000歩

(20～64歳女性) 6,665歩 → 8,000歩

○ 睡眠時間が６～９時間(60歳以上については，

６～８時間)の者の割合  

(20歳以上) 目標：60％

○ １日当たりの純アルコール摂取量が男性40g

以上，女性20g以上の者の割合

(20歳以上 男性) 13.3％ → 12％

(20歳以上 女性) 7.4％ → 5％

３ ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり  

○ 児童・生徒における肥満傾向児の割合

（小学５年生 男子）12.39％（R3年度） → 減少させる

（小学５年生 女子） 9.75％（R3年度） → 減少させる

○ 運動習慣者の増加

(20～64歳男性) 17.3％ → 30％

(20～64歳女性) 9.5％ → 30％

○ 「月１回以上」住民主体の通いの場に参加している

高齢者の割合  

（65歳以上）10.0％（R3年度） → 13％（R8年度）

基本的な方向と主な施策

２ 社会環境の質の向上

○ 地域等で共食している者の割合  

(全年齢) 目標：30％

○ 心のサポーター数  

(全年齢) 目標：12,000人

○ 「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくりに取り組む

市町村数の増加  

(市町村) ２市 → ３市町村(R7年度)

２ 社会環境の質の向上

⑴ 社会とのつながり・こころの健康の維持及び向上

・ 地域等で共食している者の増加に向けた取組の

促進  

・ こころの健康づくりの推進

⑵ 自然に健康になれる環境づくり

・ 健康づくりのための社会環境の整備，人材の育成，

インフラの整備 （「居心地が良く歩きたくなる」まちな

かづくり等  ）

・ 望まない受動喫煙の防止

⑶ 誰もがアクセスできる健康増進のための基盤の整備

・ 利用者に応じた食事提供をしている特定給食施設

の増加に向けた取組の促進

○ がんの年齢調整死亡率（人口10万人当たり）

(75歳未満男性) 86.2(R3年) → 減少させる(R11年度)

(75歳未満女性) 52.1(R3年) → 減少させる(R11年度)

○ 脳血管疾患の年齢調整死亡率（人口10万人当たり）

(75歳未満男性) 32.2(R2年) → 減少させる(R11年度)

(75歳未満女性) 13.6(R2年) → 減少させる(R11年度)

○ 心疾患の年齢調整死亡率（人口10万人当たり）

(75歳未満男性) 46.0(R2年) → 減少させる(R11年度)

(75歳未満女性) 16.8(R2年) → 減少させる(R11年度)

○ 特定健康診査の実施率の向上

(40～74歳) 52.0％(R3年度) → 70％以上(R11年度)

○ 特定保健指導の実施率の向上

(40～74歳) 25.9％(R3年度) → 45％以上(R11年度)

○ 骨粗鬆症検診受診率の向上  

(40～70歳女性) 11.2％(R3年度) → 15％

■目標

健康寿命の延伸

（男性）73.40歳，（女性）76.23歳（R元年） → 平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加
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令和６年度健康かごしま２１大隅地域推進協議会

１　開催日時　令和６年10月22日（火）　13:30～15：00

２　場所　　　　大隅地域振興局　別館２階大会議室

３　出席者　　 委員21名
　　　　　　　　　（手塚委員，伊藤委員，四元委員，永田委員，田﨑委員，
                     江口委員，髙津委員，枦山委員，早稲田代理（落合委員
　　　　　　　　　　の代理），小城委員，赤木委員，武田委員，郷原委員，
　　　　　　　　　　原口委員，守本委員，宮田委員，富田委員，北野委員，
　　　　　　　　　　倉ヶ﨑委員，久保委員，松岡委員）
                    　事務局７名

４　説明
　　健康かごしま２１（令和６年度～令和１７年度）の概要

５　協議概要

　　　【大隅地域全体で取り組む健康づくりの重点テーマについて】
　　　 健康かごしま21（令和６年度～令和17年度）は，重点テーマは定めては
　　いないが，大隅地域の脳血管疾患死亡率（SMR）は高値で推移している。
　　　 そのため，令和６年度から当協議会では，「脳卒中予防」を健康づくりの
    重点テーマとし，大隅地域全体で取り組んでいくことを決定した。

重点テーマ 「脳卒中予防」

重点取組

一次予防

①　高い脳卒中死亡率（全国平均の1.3倍）の
  認知度向上
②　減塩・野菜摂取とバランスのよい食生活
  の推進
③　身体活動・運動の推進
④　禁煙の推進，受動喫煙の防止

二次予防
⑤　高血圧・糖尿病など脳卒中の危険因子の
　早期発見・改善

三次予防 ⑥　脳卒中発症後の再発・重症化予防
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　１　脳血管疾患の標準化死亡比（SMR）の推移（県保健所別）

　２　脳血管疾患の標準化死亡比（SMR）の推移（管内市町別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康増進課データを基に作成
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鹿児島県 鹿屋保健所管内 志布志保健所管内 加世田保健所管内 指宿保健所管内 名瀬保健所管内 徳之島保健所管内

県保健所別・男性

H21-25

H22-26

H23-27

H24-28

H25-29

H26-30

H27-R1

H28-R2

H29-R3

H30-R4

108.7
117.7 116.7

110.2

133.8 136.3

152.7

94.5

120.3
129.9

115.9

102.2

80

100

120

140

160

180

200

男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性

鹿児島県 鹿屋保健所

管内

鹿屋市 垂水市 東串良町 錦江町 南大隅町 肝付町 志布志保健

所管内

曽於市 志布志市 大崎町

管内市町別・男性

H21-25

H22-26

H23-27

H24-28

H25-29

H26-30

H27-R1

H28-R2

H29-R3

H30-R4

114.2
120.3

99.9

122.3

169.9

181.6

120.2

154.5

119.3
123.4

114.3 117.6

80

100

120

140

160

180

200

女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性

鹿児島県 鹿屋保健所

管内

鹿屋市 垂水市 東串良町 錦江町 南大隅町 肝付町 志布志保健

所管内

曽於市 志布志市 大崎町

管内市町別・女性

H21-25

H22-26

H23-27

H24-28

H25-29

H26-30

H27-R1

H28-R2

H29-R3

H30-R4
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